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Ⅰ 研究主題設定の理由 

OECD（経済協力開発機構）の PISA 調査などの各種の調査で、我が国の児童・生徒について

は、「思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題、知識・技能を活用する問題に課

題」がみられるところである。このため審議が開始された中央教育審議会においては、教育

基本法や学校教育法の改正も踏まえ、平成 20 年 1 月に答申を行った。この答申の趣旨を生か

す上で私たち指導者に求められていることは、知識基盤社会化やグローバル化が進む時代に

ある今こそ、世界や日本に関する基礎的教養を培い、国際社会に主体的に生き、公共的な事

柄に自ら参画していく資質や能力を育成することである。そのためには、基礎的・基本的な

知識、概念や技能の習得に努めるとともに、思考力・判断力・表現力等を確実に育むため言

語活動の充実を図り、社会参画に関する学習を重視することが必要である。

平成 20 年に告示された学習指導要領の下での学習評価については、生徒の「生きる力」の

育成を目指し、生徒一人一人の資質や能力をより確かに育むようにするため、学習指導要領

に示す目標に照らしてその実現状況をみる評価を着実に実施し、生徒一人一人の進歩の状況

や教科の目標の実現状況を的確に把握し、学習指導の改善に生かすことが重要であるととも

に、学習指導要領に示す内容が確実に身に付いたかどうかの評価を行うことが重要である。     
また、今回の観点別学習状況の評価の改善は、特に、学力の重要な要素を示した学習指導

要領等の趣旨と関連している。学校教育法の一部改正を受けて改訂された学習指導要領の総

則に示された学力の三つの要素を踏まえて、評価の観点に関する考え方が整理された結果、

「思考・判断」が「思考・判断・表現」となり、「技能・表現」が「技能」として設定される

こととなった。さらに、各学校や設置者の創意工夫を一層生かしていくことが求められてお

り、各学校では、組織的な取組を推進し、学習評価の妥当性、信頼性等を高めることが重要

である。

実際、文部科学省が平成 15 年と平成 21 年度に、教師と保護者を対象として実施した、学

習指導と学習評価に関する意識調査から、次のような課題が明らかになった。

・指導者の指導と評価の一体化について課題がある。

・「思考・判断」の評価の円滑な実施について課題がある。

今回、私たちは、「思考力・判断力・表現力を育む指導と評価」に関するアンケート調査を、

研究員が所属する区市の社会科教員を対象に行った。その結果【別表１】から、多くの指導

者は「社会的な思考力・判断力・表現力」の育成を図る指導方法・評価方法に課題意識をも

っていることが明らかになった。また、生徒の社会的事象を多面的・多角的に考察する力や、

社会的事象の特色や事象間を関連付けて、考察したり判断したりする力、社会的事象と自分

の生活を結び付けるなどして、社会の一員としてよりよい社会を作っていこうとする力が十

分に身に付いていないと考える指導者が約８割いることも明らかになった。

私たち教育研究員も、日々の授業実践の中で、生徒の思考力・判断力・表現力の育成、ま
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【別表１】 「思考力・判断力・表現力を育む指導と評価」に関するアンケート調査結果  

たその評価について課題があると考えている。

私たちは、これらの課題を解決し、習得した知識、概念や技能を活用して、社会的事象に

ついて考えたことを説明したり、自分の考えをまとめて論述したり、議論などを通して考え

を深めたりすることを通して、公共的な事柄に自ら参画し、よりよい社会の形成者になろう

とする生徒を育てたいと考えている。そのために、単元指導計画に言語活動や評価の場面を

設定し、思考力・判断力・表現力を向上させたいと考えた。そこで、本研究では、研究主題

を「思考力・判断力・表現力を育む指導と評価の工夫」と設定した。

 

 
Ⅱ 研究の視点 

  学習指導要領中学校社会科の改訂の趣旨には、「公共的な事柄に自ら参画していく資質や能

力を育成する」とある。また、そのために「基礎的・基本的な知識、概念や技能の習得に努

めるとともに、思考力・判断力・表現力等を確実に育むため言語活動の充実を図り、社会参

画に関する学習を重視することが必要である」とある。

私たちはこの趣旨を踏まえ、自ら社会に参画していく資質や能力を育成することに注目し、

次の２点の工夫を行うこととし、これらによって、生徒の思考力・判断力・表現力を育むこ

とができると考えた。 

設問２．「社会的な思考力・判断力・表現力」の
育成を図る指導方法・評価方法に自信がある
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会を作っていこうとする力が十分に身についてい
ないと思う
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《思考力・判断力・表現力を育む指導のポイント》  
①自分の意見の根拠を述べる 
②根拠がわかりやすく納得できるものにする 
③根拠を具体的に示す 
④根拠に複数の視点をもつ 

Ⅲ 研究の仮説 

  本研究では、次の点を指導と評価の工夫として考え、これを意図的・計画的に配置し、継

続して行っていくことで、生徒の思考力・判断力・表現力を育むことができると仮説を立て

た。 

 
 

Ⅳ 研究の方法と内容 

１ 研究の方法と内容 
本研究は、研究主題及び仮説を設定するに当たり、社会科教員を対象として、思考力・判

断力・表現力の指導と評価に関するアンケート調査を実施した。

その後、仮説に基づき、生徒の実態を考慮しながら、単元指導計画と「思考力・判断力・

表現力を育む指導のポイント」（以下、「指導のポイント」とする。）の検討及び作成を行った。

単元の最初には、学習のねらいを明確にし、学習課題と「指導のポイント」を生徒に示した。

生徒が表現した内容は「指導のポイント」に基づいて、生徒が自己評価と相互評価を行うと

ともに、指導者も評価を行った。生徒の思考力・判断力・表現力の向上については、検証授

業での授業観察とともに、記入したワークシートの表現内容を分析した。さらに、生徒の実

態に応じた「指導のポイント」の示し方や、生徒の実態に応じた学習課題について検討を繰

り返すことで、研究の仮説を実証した。

今回、「指導のポイント」を事前に生

徒に示し、学習活動を行った。１年生

の段階では、習熟の度合いに応じて考

察や判断の仕方、それらを適切に表現

する方法などを丁寧に指導し、２年生

で少しずつ「指導のポイント」を発展させ表現力の向上を図っていくことができれば、３年

生では「指導のポイント」を示さなくても、自分の思考・判断を表現していけるようになる

と、私たちは考えた。つまり、「指導のポイント」を生徒が理解し、指導者の評価及び指導を

① 指導者が指導計画を作成する際に、単元及び一単位時間の目標を明確にし、目標を達成

するために既習事項や単元内で習得させた知識・技能を活用しながら、よりよい社会の実

現を目指して社会的事象を考察するような学習課題を設定する。

② 生徒が自己評価や相互評価を行う場面や、指導者が学習活動を繰り返し評価し、指導す

る場面を設定する。 

よりよい社会の実現に向けて、習得した知識や技能を活用し、社会的事象について考

えたことを説明したり、自分の考えをまとめて論述したり、議論などを通して考えを深

めたりすることができる学習課題を、単元指導計画に取り入れる。思考・判断・表現し

た内容を客観的に評価し、指導を繰り返すことで、生徒の思考力・判断力・表現力を育

むことができる。 
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繰り返し受けたり、相互評価や自己評価などの活動によって「指導のポイント」への意識を

深めていったりすることで、思考力・判断力・表現力を育むことができると考えた。

生徒が、学習課題に対して、自分の考えをまとめ、その根拠を説明する形態をとった。「指

導のポイント」は前ページの《思考力・判断力・表現力を育む指導のポイント》のとおりで

ある。

①は学習課題に正対させて、根拠のあ

る意見形成を促すために設定した。②で

は、論理的な思考力を求めている。これ

は、学習指導要領にあるように、社会的

事象を相互に「関連付けて考察」できて

いるかを判断するものとして位置付けた。

具体的には語句と語句、文章と文章が関

連付いていて、自分の主張内容を十分に

説明できるように指導する。思考力・判断力とともに、相手にとって分かりやすいものにな

っている表現力を指導することも重要なポイントである。

③は、社会的事象の「基礎的・基本的な知識」の活用を促すために設定した。これは、学

習指導要領の総則に示された学力の三つの要素を踏まえて設定した。一般的抽象論で論理的

にまとめるだけではなく、単元を通して習得した知識を活用し、文章をつくることは重要な

ポイントである。

④については、「多面的・多角的な考察」を促すために設定した項目である。つまり、どの

ような社会的事象にも別の角度から複数の解釈ができるということに気付かせることによっ

て、思考力・判断力を深めるねらいがある。

以上の「指導のポイント」で、授業内ではグループワークの際に互いの主張と根拠を相互

評価させた。繰り返し行うことで「指導のポイント」を強く意識させるとともに、自らの意

見を評価・指導を受けることで、自分の考察や表現に足りないものを認識させることができ

ると考える。

また、指導者が設定する学習課題は、よりよい社会の実現に向けて、生徒が習得した知識

や技能を活用し、社会的事象について考えたことを説明したり、自分の考えをまとめて論述

したり、議論などを通して考えを深めたりすることができる内容とした。さらに、指導者は

学習課題を単元の最初に生徒に伝えておいた。以上の工夫により、指導者が生徒に学習の見

通しをもたせるとともに、生徒の学習意欲を更に向上させられるようにした。ワークシート

については、生徒が根拠となる社会的事象に基づいて考察し、かつ、自分の言葉で表現でき

るように工夫した。
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【研究の全体構想図】 
研究の背景  

教育基本法・学校教育法の改正 

「OECD の PISA 調査」などから 
「中央教育審議会答申（平成 20 年１月）」  

「平成20年告示 新学習指導要領の実施」  

｢学習指導と学習評価に関する意識調査｣  
（平成 15 年、平成 21 年 文部科学省） 
① 指導と評価の一体化が十分になされていない 
② 「思考・判断」の評価に課題があると考える教員

が多い 

  
① 社会的事象を多面的・多角的に考察し、公正に判断する力の指導と評価に課題 
② 社会的事象の特色や事象間を関連付けて、考察したり判断したりする力の指導と評価に

課題 
③ 社会的事象と個人を結び付けるなどして、社会の一員としてよりよい社会を作っていこ

うとする力に課題  

思考力・判断力・表現力を育む指導と評価の課題 

思考力・判断力・表現力を育む指導と評価の工夫 
<研究主題>  

   
よりよい社会の実現に向けて、習得した知識や技能を活用し、社会的事象について考えた

ことを説明したり、自分の考えをまとめて論述したり、議論などを通して考えを深めたりす
ることができる学習課題を、単元指導計画に取り入れる。思考・判断・表現した内容を客観
的に評価し、指導を繰り返すことで、生徒の思考力・判断力・表現力を育むことができる。  
  

研究の仮説 

  
① 単元指導計画と「指導のポイント」を作成する。
② 単元のねらいを明確にし、学習課題と「指導のポイント」を生徒に示す。
③ 生徒が表現した内容は、「指導のポイント」に基づいて、生徒が自己評価・相互評価を

行うとともに、指導者が評価と指導を行う。 
④  各単元で、①～③の学習を繰り返すことで、思考力・判断力・表現力を育む。  

研究の方法・内容 

  
第２学年 地理的分野 

(2) ウ 「日本の諸地域」 
(ｶ) 「生活・文化を中核とした考察」 

（東北地方） 

  
第１学年 歴史的分野 

(2) 「古代までの日本」イ・ウ 

検証授業① 検証授業② 

（まとめと評価）   成果と課題 
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２ 検証授業 

(1) 歴史的分野 
ア 単元名 学習指導要領 歴史的分野(2)古代までの日本 イ ウ 
イ 単元の目標 
(ｱ) これまでの学習内容を有効に活用し、古代の歴史的事象に対する関心を高め、意欲的

に追究し、古代の特色を捉えようとする。 
(ｲ) 律令国家の確立に至るまでの過程、摂関政治、仏教の伝来とその影響、仮名文字の成

立などから課題を見いだし、古代の政治や文化の特色について多面的・多角的に考察し、

その過程や結果を適切に表現する。 
(ｳ) 律令国家の確立に至るまでの過程、摂関政治、仏教の伝来とその影響、仮名文字の成

立などに関する様々な資料を収集し、古代の政治や文化の特色に関する情報を適切に選

択し活用する。 
(ｴ) 大陸の文物や制度を積極的に取り入れながら国家の仕組みが整えられ、その後、天皇

や貴族による政治が展開したことや、国際的な要素をもった文化が栄え、後に文化の国

風化が進んだことを理解しその知識を身に付ける。 
ウ 単元の評価規準 

  アア  社社会会的的事事象象へへのの  
関心・意欲・態度 

イイ  社社会会的的なな思思考考・・判判
断・表現 

ウウ  資資料料活活用用のの技技能能  エエ  社社会会的的事事象象ににつついい
ての知識・理解 

  ①①  律律令令国国家家のの確確立立  
と天皇や貴族の政
治の展開、国際的な
要素をもった文化
と文化の国風化な
ど、古代の歴史的事
象に対する関心を
高め、意欲的に追究
し、古代の特色を捉
えようとしている。  

①①  律律令令国国家家のの確確立立にに
至るまでの過程、摂関
政治などについて多
面的・多角的に考察
し、その過程や結果を
適切に表現している。  

② 仏教の伝来とその
影響、仮名文字の成立
な ど に つ い て 多 面
的・多角的に考察し、
その過程や結果を適
切に表現している。 

①①  律律令令国国家家のの確確立立にに至至
るまでの過程、摂関政治
などに関する様々な資
料を収集し、有用な情報
を適切に選択して、読み
取ったり図表などにま
とめたりしている。 

② 仏教の伝来とその影
響、仮名文字の成立など
に関する様々な資料を
収集し、有用な情報を適
切に選択して、読み取っ
たり図表などにまとめ
たりしている。  

①①  大大陸陸のの文文物物やや制制度度
を積極的に取り入れ
ながら国家の仕組み
が整えられ、その後、
天皇や貴族の政治が
展開したことを理解
し、その知識を身に付
けている。

② 国際的な要素をも
った文化が栄え、後に
文化の国風化が進ん
だことを理解し、その
知識を身に付けてい
る。  

  ＡＡ  古古代代のの特特色色をを捉捉
える活動に意欲的
に取り組み、次の中
世の学習に対して
も関心を高めてい
る。

 

ＡＡ  西西日日本本のの守守りりをを固固
めつつ国力を上げる
ための取組をおこな
っていった理由を、東
アジアの情勢や白村
江の戦いといった歴
史的事象を基に考察
し記述している。

Ｂ これまでの学習内
容を生かして、古代に
律令国家が生まれた
理由について考察し、
記述したり意見交換
したりしている。 

Ｃ 公地公民の原則が
崩れていった理由を、
歴史的事実を基に考
察し記述している。 

Ｄ 飛鳥文化が栄えた
理由を仏教の伝来と
関連させ考察し記述
している。

Ｅ これまでの学習内
容を有効に活用して、
古代とはどのような
特色をもった時代区
分だったのかを考察
し、記述したり意見交
換したりしている。 

ＡＡ  聖聖徳徳太太子子のの政政治治改改革革
に関する資料から内容
やねらいを適切に読み
取っている。

Ｂ 年表や資料を活用し、
国内に平城京のような
大規模な都が造られた
理由や、その平城京や律
令制度が中国をならい
つくられた理由を適切
に読み取っている。 

Ｃ 奈良時代の食事や課
税の資料から、農民たち
の生活の様子を適切に
読み取っている。

Ｄ 系図などの資料を活
用して、藤原氏が勢力を
強めていった過程を適
切に読み取っている。

Ｅ 日本の仏像仏画資料
とアジア各地の資料を
見比べながら、共通点を
見出すことができる。 

Ｆ 天平文化に関する資
料やシルクロードの描
かれた地図を参考にし
て、天平文化の特色を見
出すことができる。 

ＡＡ  大大化化のの改改新新以以後後、、律律
令国家の確立に向け
て制度を整えていっ
たことを、東アジアの
動きと合わせて理解
している。 

Ｂ 律令制定､都の造
営､地方への支配の広
がりについて理解し
ている｡

Ｃ 聖武天皇の政治展
開の内容と､東アジア
だけでなく中央・西ア
ジアともつながる天
平文化の興隆につい
て理解している。 

Ｄ 桓武天皇の政治の
内容と、東北地方への
支配が進んだことを
理解している。 

Ｅ 唐の衰退と遣唐使
の停止など、東アジア
の変化とそれに対す
る日本の動きを理解
している。また、その
過程でもたらされた
新しい仏教の特色を
理解している。

Ｆ 仮名文字の成立や
平安時代の文学作品
からこの時代の文化
の特色を理解してい
る。  
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エ 単元について 
古代の日本においては、大陸の文物や制度を積極的に取り入れながら律令国家が確立し、

その後、天皇や貴族の政治が展開した。また、国際的な要素をもつ文化も栄えた。これは、

変動する東アジア情勢に影響を受けつつも日本が自国の発展を図ってきた表れである。そこ

には、「よりよい社会をつくろう」とする当時の人々の思いやねらいがあったと考える。この

ように歴史が展開していく理由を考察し表現する学習を通して、現代社会の形成に必要な資

質や能力の育成につながると考える。このことは「国際社会に生きる平和で民主的な国家・

社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う」とした社会科教育の目標の達成や、「思

考力・判断力・表現力を育む指導と評価の工夫」とした本研究主題の実現に沿うと考える。

オ 単元の指導計画と評価計画（９時間扱い） 

時  学習項目 学習内容と学習活動 
学習内容に即した  
具体的な評価規準 
（評価方法） 

1  聖徳太子の 
政治改革 

・第４時に取り組む学習課題を伝える。  
・聖徳太子の政治改革の内容や目的を、地図や年表、資料か

ら読みとったことを基に理解する。
・飛鳥文化のおこりを仏教の伝来と関連付けて考察し説明す

る。また、飛鳥文化の特色を、東アジアの仏像資料と比較
しながら見出す。 

ウウ－－ＡＡ  
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 
イ－Ｄ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 
ウ－Ｅ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ）  

2  大化の改新 
・大化の改新から律令国家の確立に至るまでの過程を東アジ

アの動きと合わせて理解する 
・西日本の守りを固めつつ遷都や戸籍の作成に着手していっ

た理由を考察し、説明する。 

エエ－－ＡＡ  
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 
イ－Ａ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

3  律令国家の 
成立と平城京 

・律令制度のしくみを理解する。  
・平城京という大規模な都が造られた理由や、その平城京や

律令制度が中国をならった理由を、年表や資料を活用して
読み取り、説明する。 

エエ－－ＢＢ  
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 
ウ－Ｂ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ）  

4  章前半のまとめ  
（本時） 

  

・律令国家が生まれた理由について考察し、説明する。
 相互評価を行い、自分の解答を改めて書く。 

イ－Ｂ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

5  奈良時代の人々
のくらし 

・奈良時代の人々の生活を、資料を活用して読み取る。
・公地公民の原則が崩れていった理由を考え、説明する。 

ウウ－－ＣＣ  
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 
イ－Ｃ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

6  天平文化 ・聖武天皇の政治と、天平文化の内容について理解する。
・天平文化の特色を読み取る。 

エエ－－ＣＣ  
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 
ウ－Ｆ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

7  平安京と 
東アジアの変化  

・平安時代はじめの政治の内容を理解する。
・平安時代の新しい仏教の特色や、東アジアの変化について  

理解する。 

エエ－－ＤＤ  
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 
エ－Ｅ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

8  摂関政治と 
文化の国風化 

・藤原氏が摂政や関白の地位を独占できた理由を資料から 
読み取る。 

・国風化した文化の特色を、代表的な事例を学んで理解する。  

ウウ－－ＤＤ  
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 
エ－Ｆ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

9  章のまとめ 

  

・古代の特色を考察し、説明する。相互評価を行い、自分の
解答を改めて書く。また、古代の学習への取組や成果を踏
まえて中世についてどのように取り組むかを考える。 

イ－Ｅ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 
ア－Ａ 
（観察、ﾜｰｸｼｰﾄ）  

 

学習課題「律令国家が生まれた理由を考察し、説明する。」  

学習課題「古代とはどのような時代であったのかを考察

し、説明する。」  
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カ 本時（全９時間中の第４時間目） 
(ｱ) 本時の目標 

律令国家の確立に至るまでの過程において、大陸の文物や制度を積極的に取り入れなが

ら国家の仕組みが整えられ、天皇の政治が展開したことを理解する。 
(ｲ) 本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点・配慮事項  評価規準 
（評価方法） 

  
導入 
 
5 分 

・本時の目標を確認する。

・本時の活動内容についての話を聞く。 

 

・学習課題の評価のポイントを示

す。教室前方横の小黒板に模造紙

にて掲示する。 

 

  
展開 
 
40 分 

・前時のワークシート②を基に、班内で自分の意

見（「なぜ律令国家が生まれたのか」に対する

自分の答え）を発表する。聴く側は指導のポイ

ントを基に評価する。（10 分） 

 

・班としての意見となるよう、個々の答えをまと

める。（15 分） 

・班ごとに意見を発表する。聴く側は、指導のポ

イントに照らして評価する。

指導者による評価と解説を聞く。（10 分） 

・本時の活動で出た意見を参考にし、律令国家が

生まれた理由について再び考察して表現する。

（5 分） 

・班の全員が活動に参加するように  
支援する。

・班長が中心になり進めるよう伝え

る。 
・Ａ３用紙とマジックを渡す。

・班の意見を黒板に貼らせる。

・班代表を前に出させる。

・一つの班を取り上げ、指導者によ  

 る評価を伝え、良い点や改善点を

伝える。 
・習熟の度合いに応じて、生徒には  
 個別に指導する。 

イ－Ｂ 
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

 

ままととめめ  
5 分 

・ワークシートを提出する。

 
・本時の生徒の様子を伝える。  

       
(ｳ) 指導に当たって 

ａ 学習課題の工夫、ワークシートの工夫 
     指導者の設定する学習課題は、「律令国家が生まれた理由を考察し、説明する」とし

た。ここでは、歴史学者となってインタビューに答えるという設定を加えた。また、ワ

ークシートは、律令国家が生まれるきっかけとなる歴史的事象を書く欄とそれを活用し

て答えを書く欄を分けて書くように工夫した。生徒が学習に見通しをもち、生徒の学習

意欲がさらに向上するように、上記のような工夫をした。

ｂ 評価の工夫 
・生徒の相互評価に際して、指導者が作成した「指導のポイント」を活用した（下表参

照。ただし生徒には平易な言葉に直して提示）。それにより、生徒が自分の考えを自ら

予想される生徒の記述内容 
「白村江の戦いで敗れ、日本ももっと団結して強くならなければならないと思ったから」 
「豪族などの争いがなく、天皇を中心とした、まとまっている国をつくりたいから」 

指導者による説明内容  
「本時の活動は、次のとおりです。  
１．班内で全員が意見発表。それを相互に評価。

ワークシート③を使用。
２．班代表が意見を発表。それを評価。
３．自分の意見を再度記述。ワークシートを提出。」  

学習課題「あなたは歴史学者です。ＴＶ局が古代の特集番組を作成するため、あなたのところにイ

ンタビューにやってきました。アナウンサー『なぜ、律令国家が生まれたのでしょうか？理由はい

くつかあると思うのですが、きっかけになったできごとなどを挙げながら、視聴者にわかりやすく

教教ええててくくだだささいい』』」」  
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「古代国家の歩みと東アジア世界についてまとめよう③」ｐ３４～ｐ３９

１年　　　組　　　番　氏名

①班の仲間同士で答えを評価しあってみよう ②班で答えをまとめよう
評　価

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

③各班の答えを評価しあってみよう ④最終的な自分の意見
評　価

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

君/さん

君/さん

「理由」をどう答えているか、メモをとる班員

君/さん

班でまとめた答え

君/さん

君/さん

君/さん

班 「理由」をどう答えているか、メモをとる 今日の学習をふまえて、自分でもう一度考えた答え

班

班

班

班

班

班

課題「なぜ律令国家が生まれたのでしょうか？」

又は相互に評価できるようにした。

・ワークシートは、授業者が回収後評価し、生徒が次回以降の学習活動に生かせるよう

にした。  
「十分に満足できる」状況（Ａ） （以下「Ａ」とする。） 
・「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を満たしている上で、次を満たすもの。 

文章の論理性が優れていて、表現に説得力がある。 
「おおむね満足できる」状況（Ｂ） （以下「Ｂ」とする。） 
・次の二つをすべて満たすもの 

習得した知識、概念や技能を活用し、歴史的事実に基づいて考察した結果を

書いている。

 「外国との関係」と「国内の政治」の両面において考察したことを書いている。  
「努力を要する」状況（Ｃ） （以下「Ｃ」とする。） 
・「Ｂ」を満たさないもの 

 
検証授業で使用したワークシート 
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キ 成果と課題 
【指導者が「Ｂ」と評価した生徒について（１）】（以下、「生徒ⅰ」とする。） 

資料ア（生徒の最終解答） 

 
 

 資料イ（生徒の第３時の解答） 

 
【指導者が「Ｂ」と評価した生徒について（２）】（以下、「生徒ⅱ」とする。） 

資料ウ（生徒の最終解答） 

   資料エ（生徒の第３時の解答） 

  
 

  

「生徒ⅰ」は、外国との関係について、白村江の

戦いという歴史的事象を基に記述している（資料

ア、上段）。しかし国内の政治については未完成で

ある（資料ア 下段）。これに対し、指導者は、そ

の後に続く文章について資料イを基にするように

指導をした。指導の結果として、「天皇中心の国家

をつくり、政治を行おうとした。」と解答すること

ができた。 

  

  

「生徒ⅱ」は、第３時の段階では理解が深まっ

ていなかった（資料エ）ため、指導者は、これま

での授業を振り返り、個別の指導を行った。その

結果、内容は具体的な歴史的事象を含み、視点も

国内外に対して向けたものとなった。 

・白村江の戦いで唐や新羅に敗 
し、もう敗戦しないよう西日本

の守りを固めるなどの国力を

高めたため、その高めた国力

が、律令国家をつくるきっかけ

になっていった。 
・中大兄皇子が大化の改新を行う  

事（公地公民や戸籍を全国につ

くるなど）唐にならった方法

で、天皇中心の 

中大兄皇子の新しい政治  

唐や新羅に白村江の戦いで敗戦

中大兄皇子が、大化の改新で天皇中心という政治を固め、確

実にしていった。 

唐や新羅に負けないように国力を高める必要が出てきた

から。 

・遣隋使を遣い、中国が１つの

ことを国全体で動いている政

治だったので取り入れたら、

聖徳太子が亡くなってしま

い、蘇我氏が独裁して進めて

いったが、大化の改新でそれ

を破り、聖徳太子の望みを受

け継いだ。しかし、白村江の

戦いで敗れてから国の力を上

げようとした。 

まだ、豪族たちが天皇になろうとして反乱をおこ

していた中で、推古天皇が即位した。 

遣隋使 一人の言う事によって、全員が動くという隋をみ

て。 
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 【指導者が「Ａ」と評価した生徒について】（以下、「生徒ⅲ」とする） 
資料オ（生徒の最終解答）          資料カ（事前に行った復習） 

  「生徒ⅲ」は、最終的な自分の意見（資料オ）の基となる知識を復習した際に、はじめは

中大兄皇子が行った政治の目的について、「唐や新羅が追ってくるのに備え」、「日本の守りを

固める」という答えをしている（資料カ）。そこに、それぞれの下段に「国力を上げる」「天

皇を中心とした国の支配のしくみをつくろう」（資料カ、□部分）と修正を加えている。白村

江の戦いという一つの歴史的事象から、国の歴史全体への影響を読み取り、最終解答では「国

や朝廷がしっかりした政治を行う」としている。なお、この生徒は班内発表で全員から「Ａ」

と判断されている。

   
【指導者が「Ｃ」と評価した生徒について】（以下、「生徒ⅳ」とする。） 

 資料キ（生徒の最終解答） 

 資料ク（事前に行った復習） 

 

 

  

  

「生徒ⅳ」は、外国との関係や、中国が日本に

与えた影響を記述できている（資料キ「理由」、

資料ク）。また、第３時の解答（資料コ）より意

見の深まりが見られるのは、個別の指導と班活動

の成果であると考えられる。しかし、国内の政治

についての理解が十分でなかったと考えられる。

事前に行った復習の時点で、指導者は個別の指導

を行ったが、十分な理解をさせることができなか

ったことによる（資料ケ）。 

・豪族の反乱などで、国が土地も民も

管理するという必要が出てきた。そ

の方法を学ぶため、遣隋使や遣唐使

を送って、すぐれた政治の仕組みを

取り入れていった。国や朝廷がしっ

かりした政治を行うために律令国家

が生まれた。 

・きっかけ：遣唐使を送った。 

・理由：唐に送った遣唐使から色々  

   なことを学び、律令という法

律の存在を知り、取り入れた

と思ったから。 

冠位十二階 

十七条の憲法 
遣隋使 

法 隆

隋隋

家柄などで役人を決めていた

聖

徳

太

子 
政治の  

しくみや文化 
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資料ケ（事前に行った復習） 

資料コ（生徒の第３時の解答） 

  
 【全体をとおして】 

(ｱ)  成果の考察 
    ａ 「学習課題の工夫により、生徒が意欲をもって活動に取り組めたこと」 

班内において、学習課題に意欲的に取り組んでいた。その要因として、歴史学者に

対するインタビューという課題設定とともに、単元のねらいや一単位時間ごとのねらい

が明確であったことが考えられる。また、指導者が一単位時間ごとに評価を行い、その

都度指導を行ったことで、生徒の知識や技能が深まり、学習課題に意欲的に取り組むこ

とができたと考えられる。

ｂ 「ワークシートの工夫により、生徒が習得した知識や技能を活用することができたこ

と」 
      班で生徒が学習課題を解決するに当たり、習得した知識や技能の確かな理解が前提と

なる。ワークシートの形式が、きっかけとなる歴史的事象を書く欄とそれを活用して答

えを書く欄を分けて書くように工夫したことで、生徒は歴史的事象に基づいて自分の考

えをまとめ、班員の意見を評価する活動に取り組むことができた。

ｃ 「『指導のポイント』を生かした指導と評価の一体化により生徒の意見に深まりが見

られたこと」 
 生徒の相互評価においては、自分の意   
見を発表し、評価を受けたあとに自分の 
意見修正した生徒が多く見られた。   

また、指導者は、「指導のポイント」  
に基づいて指導したことで、生徒の理    
解が深まっていない部分や、多面的・多 
角的に考察できていない部分を把握し、   
さらに指導をすることで、学習のねらい 
をより達成することができた。 

 

天皇 
律令  

藤原 701 大宝律令 

大宝律令がつくられた  

唐が律令などの法律をつくった 唐という国が律令などの法律をつくっ

たから。 
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ｄ  「単元を通じた意図的・計画的な指導と評価場面の設定により生徒の思考に深まりが

みられたこと」 
指導者は第４時のワークシートを評価し、コメントを加えて返却した。その後、第

９時の単元のまとめで、学習課題（「古代とはどのような時代であったのかを考察し、

説明する。」）を提示し、考察する授業を再度実施した。その結果、第４時で「Ｃ」と

評価した生徒からも、次のような、思考の深まりを感じさせる文章表記が見られた。

（以下、「生徒ⅴ」とする） 
 資料サ（第９時のワークシート） 

 資料シ（第９時における評価場面） 
２ 検証授業 

 (ｲ) 課題の考察 
ａ 「学習課題を、生徒の実態に合わせて適切に設定すること」 

 生徒の最終解答を指導者が評価した結果、

「Ｃ」に当たる生徒が全体の３分の１以上を

占めた。このことから、学習課題をより生徒

の実態に合わせて設定する必要があったと考

えられる。また、習得した知識や技能の定着

が十分でなかったと考えられる。 

 
ｂ  「ワークシートのさらなる改善により、生徒の知識の整理と表現力の向上を図ること」 

今回のワークシートの工夫で自信をもって意見を発表する生徒がいた。しかしその

生徒の最終解答に対する指導者の評価

C
34%

A
3%

B
63%

  

「生徒ⅴ」は、習得した知識を総合して、

古代を大観した。その結果として「日本が変

わりはじめた時代」（下線部）という答えを

出した。また、相互評価の際には、この課題

に正対するに当たり必要な基礎知識を意識

して班員の評価を行っている（資料シ）。 

  

学んできた技術を利用し、日本を向上させ

ようと努力して、一度は色々な税を納めさ

せる律令国家ができたが、口分田が減ると

ともに、位の低い人も国を支配する手伝い

をしたいなどと言って、高い地位をねらう

人たちがたくさん出てきた。その重みで律

令国家はくずれたが、たくさんの技術を少

しずつ変え、日本独自のものをつくり、国

風文化が生まれ始めた日本が変わり始めた

時代。隋、唐から真似した飛鳥文化、天平

文化とはちがう。 

人物と文化の内容がない。 

（自分が）大化の改新を入れるのを忘れた。 

なぜできたのかがわからない。 

少し省いても大丈夫。人物がわからない。 

律令とは何かがわからない。内容が少し違う所が一か所。 
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反面、「生徒ⅳ」のように、思考する材料となる知識を十分に整理できておらず発表に

自信をもてない生徒もいた。単元の中で生徒が知識を確実に理解していくことができる

ワークシートを、指導者は準備していく必要

がある。それは、例えばのちに課題を考察す

る基となる知識について特に詳しく学習で

きたり、この知識は「外国との関係」、あの

知識は「国内の政治」というように知識をき

ちんと整理できたり関連付けたりできるよ

うに工夫されたものである。また、生徒が班

活動に積極的に取り組んだ結果、「思考」「判

断」はある程度深まった様子が見られるもの

の、それを「表現」する力には課題が残った。習得した知識、概念や技能が定着してい

るか、ワークシートの記述を丁寧に読み取り、課題がある生徒には、社会的事象の理解

を深めるように年表などを活用して指導を行うとともに、「指導のポイント」を基に、

生徒が思考し判断した結果を正確に表現できるよう、指導者がワークシートをさらに改

善していく必要がある。 
   （第３時で使用したワークシート） 

  

 

「古代国家の歩みと東アジア世界についてまとめよう①」ｐ３４～ｐ３９

１年　　　組　　　番　氏名

Ｑ１　聖徳太子が行ったことを書きましょう。。Ｑ２　目的は？ Ｑ３　なぜ、聖徳太子はこのような政治改革を行ったのでしたか？

①家柄でなく力や実績で役人を任用すること

②役人に心構えをしめすこと

　しくみや文化を積極的にとりいれること

④仏教を広めること、権威をしめすこと

Ｑ５　目的は？

　　　（天智天皇）

Ｑ７　天武天皇、持統天皇が行ったこと Ｑ８　目的は？ Ｑ９　なぜ、２人はこのような政治改革を行ったのでしたか？

　　　を書きましょう。

⑨天皇中心の新しい身分制度ををつつくくるるこことと

⑩⑪（　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※この後、（　　　　　　）年に（　　　　　　　　　）が制定

Ｑ６　なぜ、中大兄皇子（天智天皇）はこのような政治改革を行ったのでしたか？

①（　　　　　　　　　　　　　　　　　）の制度

②（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③（　　　　　　　　　　　　　　　　　）を送った ③（　　　　　　　）と対等に外交をおこない、政治の

⑤（　　　　　　　　　）氏をたおした ⑤（　　　　　　　）氏の力を（　　　　　　　　　　　　　　　）

⑥（　　　　　）の（　　　　　）をはじめた ⑥国の組織を整え、（　　　　　　）が治めるようにすること

④（　　　　　　　　）寺を建てた

Ｑ４　中大兄皇子が行ったことを書きましょう。

　　・地方の行政区画を定め軍事・交通を整備 ・（　　　　　　　　）が全国を支配するしくみをつくること

　　・はじめて全国の（　　　　　　　）を作成 ・全国の人口がどれくらいなのかを調べ、支配に生かすこと

⑦その内容として、 ⑦

　　・「（　　　　　　）地（　　　　　　）民」 ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑨（　　　　　　）の地位を大はばに高めた

⑩飛鳥に都を戻し、（　　　　　　　　　　）や

　　歴史書をつくることを命じた

⑧（　　　　　　）の戦いののち、（　　　 ⑧滅亡した（　　　　　　　　）を助けるためだったが大敗。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を固めた 　（　　　　）や（　　　　　　　）が追ってくるのに備えた。

⑪中国にならって日本初の本格的な都を

　　つくった。これを（　　　　　　　）京という

　　

①と②は、それまでの日本では（

）から行ったんだ。

③は、中国はやはり東ｱｼﾞｱの中で最も（

）を持っているから行ったよ。

まず、東ｱｼﾞｱの状況が気になっていたんだ。
となりの中国には制度の整った大帝国の
（ ）がいて、日本は（ ）
を送って学んでいたね。
そこと朝鮮半島の大国の（ ）が対立し、
同じ朝鮮半島の「新羅」「百済」も（

）。
日本でも、（ ）と
いう必要が出てきたんだ。
そのためには団結していることが必要だ。具体的には、
（

）
が必要だ。だからおこなったんだよ。

壬申の乱で、私と対立した大友皇子に協力していた

大きな豪族たちは力を（ ）。
これを、天皇がいっそう力を強める良い機会にしたんだ。

これまで送ってきた（ ）使も見てきたよう
に、中国の支配の仕組みは進んでいるから、刺激を受
けるね。兄貴も取り組んだけど、私も秩序ある国家をつ

くらないと。
他にもやることはたくさんある。
さっそく妻が中国のような大規模な都を造ってくれたよ。

課題「なぜ律令国家が生まれたのでしょうか？」

聖 徳

太子 

中 大

兄 皇

子 

天 武

天皇 
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(2) 地理的分野 
ア 単元名 

地理的分野 (2)日本の様々な地域 ウ 日本の諸地域 (ｶ)「生活・文化を中核とした考 
察」（東北地方） 

イ 単元の目標 
(ｱ) 東北地方の地域的特色や、生活・文化との関連から主体的に捉え意欲的に追究させる。

(ｲ) 東北地方の地域的特色について、生活・文化を中核として、よりよい社会を思考させ

る学習課題について多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に評価する。 
(ｳ) 生活・文化と関連した東北地方の地域的特色や現在抱えている課題を示す資料から、

学習課題を考察する際に必要な情報を適切に読み取り、まとめる。 
(ｴ) 生活・文化と関連した東北地方の地域的特色を理解し、その知識を身に付ける。 

ウ 単元の評価規準 
社会的事象への  

関心・意欲・態度 
社会的な  

思考・判断・表現 
資料活用の技能  社会的事象についての  

知識・理解 
生活・文化を中核とした考

察の仕方を基に、東北地方

の地域的特色に対する関心

を高め、それを意欲的に追

究し、捉えようとしている。  

東北地方の地域的特色を生

活・文化を中核とした考察

の仕方を基に、東北らしい

町づくり・町おこしについ

て多面的・多角的に考察し、

その過程や結果を具体的か

つ論理的に表現している。  

東北地方の地域的特色に関

する様々な資料を収集して

有用な情報を適切に選択

し、読み取ったり図表など

にまとめたりしている。 

東北地方について、生活・

文化を中核とした考察の仕

方を基に、祭り、稲作、漁

業、歴史的町並みの保存、

伝統工芸、津波に備える取

組などの地域的特色を理解

し、その知識を身に付けて

いる。 

エ 単元について 
東北地方において、稲作や漁業、伝統工芸、祭りは、人々の生活と密接につながってい

る。特に祭りは、伝統的な生活・文化の土台の上に現在の社会が形成されていることを捉

えやすく、東北地方の地域的特色を理解しやすい。特に、東北地方の太平洋側の地域は、

津波に関する伝承や教訓も多く残されており、津波に備えて地域社会をつくってきた。

多くの生徒は、これまでにない東日本大震災による大規模な地震を実際に体験し、身近

な生活にも大きな影響を及ぼしたことから、自分と社会を結びつけて考えることができる。

つまり、東日本大震災からの復興をテーマとして東北地方を考察していくことは、よりよ

い社会の形成へ向けて主体的に参画していこうという意識の育成へつながり、思考力・判

断力・表現力を効果的に高めていけると考えた。「指導のポイント」を意識することで、自

己の考察内容を主体的に振り返り（自己評価）、また相互評価などによって他の意見を積極

的に取り入れながら、思考の仕方を身に付けていくことができると考えた。以上のことか

ら、研究主題「思考力・判断力・表現力を育む指導と評価」の検証には「東北地方」の単

元が適していると考える。 

 

- 15 -



 

オ 単元の指導計画と評価計画（６時間扱い） 

時  学習項目  学習内容と活動 指導上の留意点等 
評価 

関  思  技  知  

1  
東北地方

の概観 

① 東北地方の地形、気候、都市、人口分布、
主な産業などを通して東北地方の地域
的特色を理解する。 

② 東日本大震災による被災状況を分布図
から読み取る。 

③ ５時間目に「今後のよりよい東北地方に
向けて」をテーマに、震災からの復興に
ついて考えていくことを確認し、今後の
単元学習の目標を理解する。 

①地図帳などの地図資料から、特に自
然環境を中心に読み取らせる。

②太平洋沿岸部が大きな被害を受けた
ことに気づかせる。

③最終的に取り組む課題と、「指導の
ポイント」を示すことで、本単元の
学習の目的を明確にする。この時点
では「被害にあった建物や漁港を復
興させる」程度の考察をさせて、震
災を意識させる。 

  ○  ○  

2  

東北地方

の祭りと

産業 

①伝統的に受け継がれてきた東北の祭り
と農業の関係や現代の変容について理
解する。

②祭りや伝統的な町並みの保存が文化を
守ることや観光という側面で現代の生
活を支えている点を理解する。 

①電子黒板を活用して写真資料で示
し、理解と関心を深める。

②東北六大祭りや伝統的な町並みを写
真で紹介し、観光資源としての利用
や人口減少という課題に対する取り
組みについて資料から読み取らせ
る。 

  ○  ○  

3  

東北地方

の生活と

工業 

①東北地方で伝統工芸が盛んになった理
由を主に気候との関連で考察する。

②東北地方の伝統工芸品生産の課題と、交
通機関の整備等に伴う東北地方の工業
の変化について資料から読み取る。 

①電子黒板で写真資料と地図を提示し
て、東北６県の伝統工芸品とその分
布を理解させる。

②震災による被害で世界の工業生産に
影響を与えたことを通して、東北地
方の特色を捉えられるようにする。  

  ○  ○  

４  

 

東北地方

の災害文

化と生活  

①「津波の碑」に刻まれた文章やその数か
ら、東北地方三陸沿岸部が津波に備える
取組を行ってきた地域であることを理
解する。

②防災への取組について、産業や岩手県宮
古市田老地区の津波対策の図（地図帳）
などの様々な資料から多面的・多角的に
考察する。

③大きな被害を受けた東北地方の太平洋
側の地域で、今後のよりよい人々の暮ら
しのために、どのような町づくりをして
いくべきかを考察する。 

①「此処より下に家を建てるな」とい  
う先人の言葉を守って全員が助かっ
た地域の例を取り上げる。

②漁業をはじめ、生活を営むためには
沿岸部や低地に居住する方が、都合
が良い点や、防災設備の充実が逆に
沿岸部への居住を促した点などに気
づかせる。ただし、津波と隣り合わ
せで生活する人々の知恵や工夫につ
いても留意させる。

③電子黒板を活用して画像を見せて津
波の被害を理解させる。 

 ○    

５  

今後のよ

りよい東

北地方へ

むけて 

（本時）  

①東北地方の地域的特色を復習すると共
に、東日本大震災の被害について理解す
る。

②東日本大震災からの復興を目指した、東
北地方らしい『町づくり・町おこしプラ
ン』」について、多面的・多角的に考察
する。

③実際の復興への取り組みを知り、東北地
方のこれからの生活・文化について関心
を深める。

④ワークシートに感想と自己評価を書き
込む。

 

②個人 → 班内発表 → 各班でまとめ
た内容の全体発表 → 個人の順で考
察させて、思考を深められるように
配慮する。この際は、相互評価や自
己評価を行いながら、考察の仕方を
身につけさせる。

③気仙沼の復興計画副題「海と生き
る」、東北六魂祭などの現地の動向
を紹介する。

④感想や自己評価から生徒の理解度や
関心の高さを評価する。 

 ○    

６  まとめ 

・ここまで学習してきた東北地方の伝統的
な生活・文化から見た地域的特色を、本
単元の第１時～第５時で学習した白地
図にまとめる。 

・授業で学んできた基礎的・基本的な
内容を基に、東北地方の地域的特色
や、東日本大震災との関係などをわ
かりやすくまとめさせる。 

○  ○  ○  ○  

カ 本時（全６時間中の第５時間目） 
(ｱ) 本時の目標 

・  東北地方の特色を生かした復興策について、多面的・多角的に考察させる。 

・  「指導のポイント」を提示して、生徒自身に自己評価、相互評価をさせることで、論

理的、具体的、多面的・多角的に考察させる。 
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(ｲ) 本時の展開 
 学習項目  学習内容と活動 指 導 上 の 留 意 点 評価 

導  
入  
5
分  

導 入 ①東北地方の地域的特色について

復習する。

②東日本大震災の被害について考

える。

③本時の目標の提示と説明を受け

て、本時の活動内容について理解

する。 

①最初は各自に思い出させてワークシートに記

入させる。その際、電子黒板を活用して、こ

れまでの学習を振り返るスライドを見せて東

北地方の地域的特色を振り返る。

③目標の説明、個人の考察→グループ内発表→

班ごとにクラス発表→個人の順に考察してい

くことを説明する。 

  

展

開  
Ⅰ  

40
分  

よりよい

東北地方

へむけて  

（本時）  

①学習課題を理解する。

《予想される生徒の記述内容》 

②考察の前に、相互評価や自己評

価の説明を行い、議論への主体

的な参加を促す。

③まず個人で考える。

④次に班内で発表しあいながら相

互評価を行い、理解と思考を深

める。

⑤班ごとに意見をまとめる。 

 

⑥各班の発表を聞きつつ理解を深

め、生徒同士で評価を行うこと

で考察の仕方を身につける。

⑦最終的な自分の提案をまとめ、

発表する。（２～３人） 

①学習課題のポイントを理解させる。 

 

・「東北地方の地域的特色」を意識させつつ、

よりよい東北の姿を多面的・多角的に考察さ

せる。

②別紙「評価シート」を配布し、相互評価につ

いて説明する。

③机間指導によって相互評価の仕方を指導し

たり、多面的・多角的な考察ができるように

助言する。この際も自分の班の意見を自己評

価させる。

④まとめた意見を各自のワークシートに記入

させ、自己評価をさせる。

⑤相互評価をさせながら、指導者の評価もその

都度伝え、最終的な自分の意見を形成する際

の指標となるように配慮する。

⑥「指導のポイント」を意識させながら考察さ

せる。発表内容については指導者がその場で

可能な限り評価する。 

思ワーク

シートの、

「 最 終 的

な 自 分 の

意見」に、

「 指 導 の

ポイント」

に 従 っ て

自 分 の 考

察 過 程 を

表 現 す る

こ と が で

きている。  

ま

と

め  
５

分  

まとめ ①実際の復興への取り組みを知り、

東北地方のこれからの生活・文化

について関心を深める。

②ワークシートに感想と自己評価

を書き込む。 

①気仙沼復興計画の副題「海と生きる」を紹介

し、困難にあっても生まれ育った土地で生き

ていこうとする人々の力強さ、忍耐強さに気

づかせる。

・東北六魂祭の映像から地域を活性化させると

いうことについて理解させる。 
・「目黒さんま祭り」から岩手県宮古市と東京が

祭りを通じてつながり、お互いの生活・文化

を支え合っていることに気付かせ、自分たち

にできることを伝える 
②本時の感想と自己評価を記入させる。 

関意欲的

に自己評

価や感想

を記入す

ることが

できてい

る。 

(ｳ) 評価のポイント 
・  ワークシートの「最終的な自分の意見」を、評価シートに従ってＡ、Ｂ、Ｃの３段階

で評価する。評価シートに従って、「指導のポイント」ごとに○、×（時に△）で評価

し、「評価のつけ方」に沿って、最終的なＡ～Ｃの評価をつける。 

・東北地方らしい「よりよい町づくり・町お

こし」を考えよう  

あなたは「東北復興会議」の東北地方代表者の一人に選ばれました。会

議の場であなたに質問が来ました。

「東日本大震災で大きな被害を受けた東北地方では、今後の人々がよりよ

い暮らしをしていくために、どのような町づくりや町おこしをしていくべ

きでしょうか。できれば３０年後も続いていくような『東北地方の地域的

特色を踏まえた復興』の姿について教えてください。」 

会議のメンバーに、自分なりの考えを述べて、その説明をしよう。 

・新しい町づくりでは、被害を受けた町（家屋）の復旧、高台移転の
是非や、交通網、産業の復旧・強化（風評被害や塩害その他の被害
で減少した農産物の出荷額の回復）、町おこしでは、観光資源とし
て、祭りや米、果物、海産物、伝統工芸品、観光地などの東北地方
の地域的特色を踏まえた上で、人々にとって、よりよい生活、より
よい社会について考察させる。 
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▼生徒用のワークシート例(授業後) 

≪思考力・判断力・表現力の指導のポイント≫ 

▼ 問に対して出された意見の… 

① 根拠を述べる 

② 根拠がわかりやすくて、聞いていて 

納得できる内容にする 

③ 根拠を具体的に示す 

④ 根拠を述べる際、複数の視点をもつ 

 

評価  評価のつけ方 

Ａ ①～④が全て十分に満たされている 

Ｂ ①が満たされており、②も概ね満たされている 

Ｃ ①～④が全て満たされていない、または不十分 

 

▼生徒用 評価シート(授業後) 

 

 

 

高台に住む。高台での

対策を考える 

伝統工芸品を全国に売

る。 

避難訓練をこまめに行

う。 

 

日常的に防災対策を行う。 

 

避難訓練をこまめに行

う。 

 
風評 残す 観光 

工芸品で復興。 

祭りと工芸品で関心を

もってもらい、集まっ

たお金で復興する。 

伝統工芸品と祭りで文

化を守る。 

津波の恐ろしさを忘れ

ないようにする。 

おまつり、稲作、伝統工芸品、

漁業、津波の被害を受けた。  

建物、人命、電気（エネルギー）、食

料不足、交通網、物、畑、田、動物、

港 

津波の被害を受けた場所を残す。 

東北地方はこれまでも、美しい自然や伝統工芸品、お祭り

などにより、観光地として有名でしたが、津波の被害を受

けた場所を残し、津波の恐ろしさを伝え、観光で使われる  
お金を東北の復興につ

なげる。 

東北地方を観光地として栄えさせる。 

東北地方はこれまでも観光地として有名でしたが、津波の被害を受

けた場所を残し、人々に実際に見に来てもらうことで広島の原爆ド

ームのように人々の記憶に残り続けるし、観光に来て、お金を使っ

てもらうことが東北地方の復興、町おこしにつながると思ったから

です。そして、観光と同時に、風評被害が出ている海、港を見に来

てもらって、東北の漁業の安全性を伝え、東北の素晴らしい所を広

めていけるように変わるといいと思ったからです。 

東北地方の町おこし

をさらに深く知って

いきたい。 
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キ 成果と課題 
(ｱ) 研究の視点①より、学習課題を設定   
  した。東北地方の学習課題を設定する   

に当たって留意したのは資料スに示し  
た４点である。これらの条件を満たす  
ために、「東日本大震災からの復興」を  
学習課題の中心にした。最終的には資  
料セのような学習課題となった。ポイ   
ントは次の４点である。

第１に、「東北地方の地域的特色を生かした復興」  
を考察させた点である。東北地方の単元を通して習   
得した「生活・文化を中核とした」地理的分野の基 
礎的・基本的な知識や技能を活用するようにした（資 
料スの①、②に対応）。

第２に、復興計画を、「町づくり・町おこし」に焦   
   点化させた。生徒がより考察しやすいものにして生徒の興味・関心をより高めるととも

に、単元の目標をより達成できるようにした（資料スの②、③に対応）。

第３に、「３０年後の東北地方」を意識させつつ復興について考察することで、持続可

能なよりよい東北地方（社会）についての考察を促すよう工夫した。この学習課題に取

り組むことが現実の社会について考えることにつながるため、自分と社会の関わりにつ

いて考察することができる。つまり、単元の自然な学習の流れの中で社会参画の姿勢を

育めるような工夫を行った（資料スの④に対応）。

第４に、生徒がある程度自由に考察し、思考の多様性を確保できるように配慮した（資

料スの③に対応）。

上記の学習課題に対する主な成果と検証結果を以下の３点である。

第１に、東北地方の「生活・文化」の特色（「祭り」や「伝統工芸品」の生産、「漁業」、

「伝統的な町並み」などの観光資源、津波に備える取組など）を盛り込んで解答をした

生徒の割合が８６％に達した点である。東北地方の地域的特色を踏まえ、習得した知識

や技能を活用し、考察できている生徒が大半であった。

第２に、全ての班で活発に議論が行われ、大半の生徒が主体的に課題に取り組み、考

察することができていた。指導者が学習の目標を明確にし、資料スの留意点に沿って学

習課題を設定することは、生徒の思考力・判断力・表現力を育むのに有効であった。

第３に、資料ソに示したように、生徒の自己評価から、多くの生徒が積極的に参加し

ていたことがわかる。特に、よりよい東北地方については「真剣に考えることができた」

と評価した生徒がほとんどであり、今回の学習課題の設定を基にした単元指導計画が効

果的に機能したと考えることができる。

 以上の３点から、今回の学習課題の設定は、単元の目標を達成するためにおおむね妥 
 

 学習課題設定の際の留意点 

① 
中核事象（生活・文化）に沿うようにする 
（学習指導要領の目標に準拠しているか） 

② 

東北地方の地域的特色をとらえるための基礎
的・基本的な知識や技能を活用して解決できる
ような課題にする 

③ 

生徒が関心をもって主体的に学習活動に取り
組み、思考力・判断力・表現力を深めることの
できる課題にする 

④ 
社会参画を見据えて、よりよい地域（東北地方）
についての考察を促す課題にする 

資料ス 学習課題を設定する際に留意した点 

東日本大震災で大きな被害を受け
た東北地方では、今後の人々がよりよ
い暮らしをしていくために、どのよう
な町づくりや町おこしをしていくべ
きでしょうか。できれば３０年後も続
いていくような「東北地方の地域的特
色を生かした復興」の姿について教え
てください。 

資料セ 本時の学習課題 
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当であり、資料スに示したような留意点を踏まえて     
学習課題を設定することに一定の効果があったと  
いえる。思考力・判断力・表現力を育むためには、   
まず適切な単元を設定し、単元の中に設定した学 
習課題に対して、多面的・多角的に考察できるよ  
うに単元を通して基礎的・基本的な知識・技術を  
身に付けられるような指導が必要である。 

(ｲ) 研究の視点②より、今回は、「Ⅳ 研究の方法と   

内容 １ 研究の内容と方法」に示した《思考力・   

判断力・表現力を育む指導のポイント》に従って、 

生徒のワークシートを研究員８名全員で分析   

した。資料タから、最終的に「Ａ」と評価され   

る生徒が３３％上昇して半数の５０％に達し 

たこと、おおむね満足できる「Ｂ」以上の評価 

の生徒が全体の８４％となったことには一定 

の成果があったといえる。また、班活動前と、 

最終的な自分の意見を比べていくと、全員に何  

らかの変容があった。その中で、評価が上がっ   

た生徒が全体の５７％、変わらなかった生 

徒が３７％、下がった生徒が６％とい   

う結果が得られた。半分以上の生徒が 

何らかの形で評価を上げている。さら 

に、「Ｂ」評価の６０％（９名）、「Ｃ」   

評価の２０％（１名）は「Ａ」評価に、 

「Ｃ」評価の２０％（２名）は「Ｂ」 

評価に上がった。本時の活動の結果、 

半分以上の生徒が思考力・判断力・表 

現力に対する評価を上げている。

以上のことから、本時の学習課題の設   

定とそれに基づく単元全体の指導、そし

て本時における「指導のポイント」の提

示とそれに基づく自己評価や相互評価を行いつつ進めた班活動（言語活動）によって、

生徒に変容が見られ、多くの生徒の思考力・判断力・表現力が向上したといえる。 

では具体的に、生徒はどのような形で学習課題に答え、それを指導者がどのように評

価したのか、また、生徒の思考力・判断力・表現力の評価を向上させる要因がどこにあ

ったのかを分析していきたい。なお、分析は、「カ 本時―(ウ) 評価のポイント」に示

①ワークシート

に積極的に取り

組むことができ

たか 

  ②よりよい東北

地方について真

剣に考えること

ができたか 
評価  ％  評価  ％ 
Ａ 66%  Ａ 83% 

Ｂ 34%  Ｂ 14% 

Ｃ  0%  Ｃ  3% 

Ｄ  0%  Ｄ  0% 

自分の意見

(班活動前) 
 最終的な自

分の意見 
評価  ％  評価  ％ 
Ａ 17%  Ａ 50%  

Ｂ 49%  Ｂ 34%  

Ｃ 34%  Ｃ 16%  

  
資料チ 評価Ｃ → Ｂの表現の変化 

資料ソ 生徒の自己評価の結果  
（ワークシートより） 

で

き

た 

資料タ 学習課題に対する評価結果 

（ワークシートより） 

 

今までやってきた祭りや伝統工芸品をこれからも続けていき、町の
復興を行う。 

なぜなら、今までも津波の被害にあっていたが、祭りをやったり、伝
統工芸品を作ったりして、復興してきたから、これからも続けていけ
ば、以前のような暮らしができると思うからです。 

津波のおそろしさを忘れないために、被害にあった建物などを一部  
残したり、博物館などを作ったりして、次の世代や別の地域の人に  
伝え、二度とおなじような被害が出ないようにする。また、祭りや  
伝統工芸品をしっかり受け継いでいく。 

なぜなら、津波の恐ろしさを忘れないため、一部を残し、被害にあっ
た建物など、今回被害にあっていないこれから生まれてくる人たちに
も伝えるために授業などで取り上げる必要があると思う。今までも津
波の被害にあっていたが、祭りをやったり、伝統工芸品を作ったりし
て、復興してきたから、これからも続けていけば、以前のような暮ら
しができると思うからです。 
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資料ツ 評価Ｃ → Ａの表現の変化 

してある①～④の項目に沿って行った。 

≪Ｃ → Ｂ評価の事例―資料チ≫（以下、「生徒ⅳ」とする。） 

「生徒ⅳ」は、これまで通り東北らしい「祭り」を行い、「伝統工芸品」を生かす町づ

くりをすれば、地域を復興できるとしている。「指導のポイント」①学習課題に対する意

見と一応の根拠があると判断できる。しかし、「今までも…祭り…伝統工芸品を作ったり

して復興してきたから」という根拠だけで、「続けていけば以前の暮らしができる」とい

うのは少々安易で、事象間の関連付けも甘いため、「指導のポイント」②論理性が不十分

で、③具体的とも言えないと判断した。また、根拠は上記の一つのみで、「指導のポイン

ト」④複数の視点も入っていない。つまり「指導のポイント」の①以外が十分に満たさ

れていないため「Ｃ」と評価した。

最終的な自分の意見では、「被害にあった建物」の「一部」を残したり、「授業」で使

ったりなどして、「次の世代や別の地域の人々」に「二度と同じ被害が出ない」ような町

づくりを主張している。①学習課題に正対した意見と根拠になっているのはもちろん、

③具体的で④複数の視点から考えを述べることができている。ただし、「伝統工芸品」を

どのように活用するのかがあいまいで、「祭り」との関連性も薄い。他の部分とも関連付

いていないため、②論理性をもう一歩身につけてほしいところである。以上のように、

指導のポイントを十分に満たしていないところがあるため、「Ｂ」と評価した。 

 この生徒の属する班の評価シートを分析すると、この生徒の最初の意見に対して、ほ

とんどのメンバーが④複数の視点から根拠を述べていないと評価をしている。実際に班

の中で、「視点が一つしかない」、「視点が複数ある」といった議論が交わされていた。す

なわち「生徒ⅵ」は、相互評価を含む班活動をきっかけに「指導のポイント」④を意識

し多面的・多角的な考察とその表現の仕方を習得したと考えられる。 

≪Ｃ評価→Ａ評価の事例―資料ツ≫ 

（以下、「生徒ⅶ」とする。） 

「生徒ⅶ」は、最初の「祭り」に

よって「他県」から観光客を呼び込

み、「利益」をあげていくことは、今

後の町おこしに必要なことであると

解釈はできる。しかし、学習課題の

核である、復興へ向けての町づくり

のビジョンが伝わってこない。これ

では、学習課題に対して十分な解答

ができていないと判断せざるを得な

い。従って、「指導のポイント」①が

不十分で、課題に対して正対していない解答であると判断し、評価は「Ｃ」とした。 

しかし、最終的な自分の意見では、「祭り」は単に「利益をあげ」て町おこしをするだ

けではなく、その内容を「防災に関する祭り」に具体化して、「震災」について「考えて

もらう」ために行うとしている。震災についてこれから先も、現地を訪れた人々に考え

 
祭りを行う。  

なぜなら、そうすれば他県の人が来てくれて、東北地方の利益が上がる。  

（具体的に何をするべきか）交通網の整備、定期的に
防災対策を行い、人々の震災に対する意識を高め、防
災対策に関わる祭りを行い、他県の人にも震災につい
て考えてもらう。 

なぜなら、まずは交通網の整備を行います。整備を行わ
ないと、祭りで他県からの来客者が来ないと利益が上が
らないからです。交通網を整備し、防災対策に関する祭
りを行う。防災対策と祭りを同時に行うことで、多くの
人が参加してもらえると思うので、そこでも震災に対す
るるここととをを考考ええててももららうういいいい機機会会ににななるるとと思思いいまますす。。  
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てもらえるような町づくりを目指すべきだとの方向性が伝わる表現になったと判断でき

るので、①問に正対して考察しつつその根拠を③具体的に述べることができている上、

④多面的・多角的に祭りを位置付けて考察できていると評価した。また、「交通網の整備」

→「防災関連の祭りによる集客」→「多くの人に震災についても考えさせる」という関

連付けが多少拙いができているため、②論理性も十分であると判断し、「Ａ」と評価した。

ちなみにこの班では、全員の意見をみんなで確認し合いながら、表現方法にまで話し

合いが及んでいた。他の班員も全員最終的な自分の意見に④複数の視点を入れようとし

ていた。相互評価を通して「指導のポイント」を意識し、③具体的かつ④多面的・多角

的な思考・判断のもとに表現が変化したといえるだろう。

以上の検証から、評価のポイントを明示し、相互評価を行いつつ議論をさせることで、

指導者側が意図する論理的かつ具体的で、多面的・多角的な考察を促し、生徒同士が磨

き合うことで思考力・判断力・表現力を育んでいくことが可能であると言える。 
(ｳ) 課題 

第１に、学習課題の設定や評価をいかに効果的に行うかが課題だといえる。前述の資   
   料スに従って学習課題を設定することは容易ではない。今回の検証授業でも、多くの文

献やインターネットから情報を集め、東北地方の実地調査を行うなどして学習課題を設

定した。評価も含めて、時間と労力がかかりすぎるため、我々指導者が必要性を認識し

て実践していくと同時に、より一層の効率化を図ることが今後の課題といえる。

第２に、評価する能力そのものを向上させ、自己評価、相互評価において適切に評価

する能力を身に付けさせていくことが課題となる。どうしても友人には甘い評価をして

みたり、優しい生徒ほど相手をよく評価してあげようとする傾向が評価シートから顕著

に見られた。しかし、自分自身が客観的に評価されることで自分に不足しているものを

見出し、思考の幅を広げたり深めたりすることができる。ただし、指導者でも難しい評

価を、生徒がそう簡単にできるはずがない。今後も生徒に継続的に評価活動を行わせて

いく必要がある。 

Ⅴ 研究の成果 

本研究では、「Ⅱ 研究の視点」に示した２点の工夫を行うことで、生徒の思考力・判断力・

表現力を育むことができると仮説を立て、研究を進めた。

１ 研究の視点①について 
歴史的分野においては、律令国家が生まれた理由を歴史学者の立場で説明する活動を行っ

た。その際、生徒は歴史的事象のみで説明するのではなく、当時の人々の思いを再現して考

察するようにワークシートを作成した。それによって、当時の人々がよりよい社会を形成す

るために、どのような政策を取り入れたのかを考察するきっかけになった。また、「理由」を

「外国との関係」と「日本国内のできごと」の両面から考察するように指示を出すことで、

二つの視点から考察しようとする姿が見られた。

地理的分野では、東北地方らしい復興の姿を「復興プラン」として考える活動を行った。

東北らしい復興策とすることで、生徒は東北地方の地理的特色を踏まえて考察することがで
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きた。「祭り」「漁業」「伝統的な町並み」などの語句が多く見られたことからも、思考が深ま

ったと考えられる。

以上のことから、単元のねらいを達成するための適切な学習課題を設定することで、生徒

は単元で習得した知識・技能を活用し、主体的に多面的・多角的な視点から思考を行ったと

考えられる。

２ 研究の視点②について 
  「指導のポイント」を示し、グループワークや自己評価・相互評価を行うことで、生徒は

「指導のポイント」を意識して思考を行っていた。このことは、グループワークの中で、「指

導のポイント」を意識した会話があったことからもうかがえる。ワークシートからは、グル

ープワークの前後で、根拠が具体的になったり、多面的な視点から論じようとする姿が多く

見られた。

また、指導者も「指導のポイント」を明確にもって評価するため、評価を具体的に行うこ

とができ、評価の精度が向上することが期待できる。生徒に対しても、論述した内容のどの

ような部分が十分でなかったか、次の指導に生かすことが容易となる。

以上のことから、「指導のポイント」を明らかにして評価場面を設定することは、生徒の思

考力・判断力・表現力の向上に効果があったと考えられる。このような指導を繰り返してい

くことで、更なる思考力・判断力・表現力の向上が期待できる。 

Ⅵ 今後の課題 

  本研究の課題は、次の３点である。

１点目は「努力を要する」状況の生徒に対する指導者からの手立てをいかに行うかである。

「努力を要する」状況の生徒は、単元の基礎的・基本的な知識が定着していないことが多い。

指導者は単元指導計画を作成する上で、単元で身に付けさせたい知識を整理するだけでなく、

それらを定着させていく手立てを常に改善していくことが必要である。

２点目は、「指導のポイント」に沿った指導を繰り返し行っていくことである。自己評価、

相互評価の場面で、内容を十分に精査せず、評価を行うこともあった。自己評価や相互評価

をしていくとともに、指導者が「指導のポイント」に基づいた具体的な評価を行っていくこ

とで、生徒一人ひとりが「指導のポイント」をより意識できるようになる。それによって、

自分に不足しているものを見出して、思考の幅を広げたり深めたりすることができる。

３点目は、「指導のポイント」を示してグループワークや相互評価を行うことが、生徒の柔

軟な思考を縛り、最終的な意見が集約されてしまう場合があることである。今回の検証授業

でも、班内でまとめた意見や各班の発表を集約した意見と類似した結論に至っている生徒も

少なからずいた。生徒の思考力・判断力・表現力の向上に向け、今後につながる大変有効な

授業展開であると考えられる。また、他者の意見を素直に聞き入れ、習うことも大切な学び

であり、グループワークを実践していく上で、意見を集約することはある。しかし、思考の

幅が広がり、深まりつつある２年生の段階で、意見の集約がみられてしまうことには課題が

残る。確かに、元々「十分に満足できる」状況の生徒の一部には、他者の意見を取り入れて

いる場合もある。しかし、自分独自の意見から、クラス内で発表された評価の高い意見に引
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きつけられてしまい、自分自身の意見を書き換えてしまう場合もある。

 現時点では、習熟の度合いに応じて、「指導のポイント」を抽象的なものに変えていき、徐々

に思考の幅を広げていくことが有効であると考えられる。１年生の間は具体的な「指導のポ

イント」、２年生ではこれらを徐々に抽象的なものにしていき、３年生ではより抽象的なもの

とするか、「指導のポイント」を自分で設定させるなどの発展的な展開も考えられる。今後、

研究を続けていく余地があるといえる。 
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